




1.研究目的 

先天異常の要因解析に必要な情報収集を地域レジスターとして設計し,妊娠一出生一乳幼

児期の母子保健情報を系統的に集積すれば(前むき調査),先天異常の多発に対して早期の

対応が可能となる。地域の母子保健活動のレベル系統的な情報収集の方法と,先天異常のハ

イリスク･スクリーニングの有用性を検討することを研究目的とした。 


